Interpretation history of Pure Land Kagura and Resurrection by 斎藤, 英喜
「浄土神楽」と「鎮魂」の解釈史
──「死に向き合う宗教文化」論のために──
































































































大神楽の実修は，安政 3年（1856）を最後に途絶えたが，平成 2年（1990）に 134 年ぶりに豊
根村で「復元」された。現在も多くの人びとを引き寄せる「花祭」とは，この巨大祭礼「大神
楽」を一日一夜の恒例祭祀に組み替え，恒例の祭儀としたものであったのだ11）。































































































































































































謹請 再拝 掛巻毛賢喜 先祖乃霊止化座須諸乃神霊等乃宇津乃御前仁 恐美々々母申須 無
ミカタチ
相久無住波正体奈利歳月波住止毛其霊波去留事奈之 去事奈気礼波伊豆乃磐石登 礼坐天 万千秋乃
八十連属乃祭乃礼乎受賜天 泉津平坂乃坂路乎越天 日少宮仁到利賜陪止 （口伝） 宣奉留言乎
明爾請介所聞食止申須（「神霊祭」）






































トシオイトキイタ ナキノガラ タマシヒ キユ オモム
かくて年老期至りて死れば，形体は土に帰り，其霊性は滅ること無れば，幽冥に帰きて大































































































刊号，1994 年 12 月号），同「神楽の儀礼宇宙」（『思想』1995 年 12 月号～1997 年 10 月号）
１０）早川孝太郎『花祭』前編，後編。岡書院，1930 年（『早川孝太郎全集』Ⅰ，Ⅱ巻，未来社，1972 年），
折口信夫「山の霜月舞－花祭り解説」『民俗芸術』第 3巻第 3号，五来重『日本庶民生活史料集成』第 17
























県立歴史民俗資料館，1997 年，斎藤英喜『いざなぎ流 祭文と儀礼』法蔵館，2002 年，松尾恒一『物部
の民俗といざなぎ流』吉川弘文館，2011 年など。
１７）山本ひろ子「呪術と神楽 3」（『みすず』445 号，1998 年 4 月）















３０）「中世日本紀」の議論については，伊藤正義「中世日本紀の輪郭」（『文学』1972 年 10 月号），阿部泰郎
「中世王権と中世日本紀」（『日本文学』1985 年。斎藤英喜編『日本神話 その構造と生成』有精堂，1995
年に再録），同「“日本紀”という運動」（『国文学 解釈と鑑賞』1999 年 3 月号）など。その研究史的な意



















口信夫」（佛教大学『歴史学部論集』第 7号，2017 年 3 月）
４４）津城寛文『鎮魂行法論』春秋社，1990 年，を参照。
４５）小川豊生氏からの示唆による。
（さいとう ひでき 共同研究研究員／佛教大学歴史学部教授）
「浄土神楽」と「鎮魂」の解釈史（斎藤英喜）
（ １５ ）
